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へ
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伊
　
　
藤
　
　
彌
　
　
彦

（
解
説
）

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
徳
富
蘇
峰
の
絶
筆
と
な
っ
た
﹁
同
志
社
へ
の
遺

言
﹂
お
よ
び
そ
の
関
連
資
料
、
あ
わ
せ
て
次
の
五
点
で
あ
る
。

　

①
徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

　

②
徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
（
草
稿
）﹂

　

③
遺
言
執
筆
時
の
様
子

　

④
同
志
社
総
長
大
塚
節
治
﹁
蘇
峰
先
生
の
長
逝
を
弔
う
﹂（
抄
）

　

⑤
同
志
社
理
事
長
秦
孝
治
郎
﹁
徳
富
先
生
と
同
志
社
大
学
﹂（
抄
）

　

徳
富
蘇
峰
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
十
一
月

二
日
で
あ
っ
た
が
、
資
料
①
の
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂
は
、
死
の
十
日
前
、

十
月
二
十
三
日
に
書
か
れ
た
。
そ
し
て
翌
日
、
請
わ
れ
て
熱
海
を
訪
れ
た

同
志
社
理
事
長
秦
孝
治
郎
と
同
志
社
総
長
大
塚
節
治
に
金
百
万
円
と
共
に

手
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
遺
言
は
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
さ
れ
て
い
る
。
同
志
社
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら﹁
新
島
遺
品
庫
﹂

を
開
き
、
目
録
番
号
欄
に
︹2088

︺
を
入
力
す
る
と
﹁
蘇
峰
最
後
に
臨

み
全
同
志
社
に
対
し
て
の
辞
﹂
の
資
料
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
是
非
こ

れ
を
開
い
て
筆
者
の
読
み
の
妥
当
性
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
と
は
別
に
神
奈
川
県
二
宮
の
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に
は
こ
の
遺
言
の

草
稿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
同
館
の
ご
好
意
で
こ
の
草
稿
の
コ
ピ

ー
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
資
料
②
の
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言

（
草
稿
）﹂
で
あ
る
。
文
章
や
内
容
は
、
成
稿
と
草
稿
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
が
、
草
稿
で
は
日
付
な
ど
の
間
違
い
が
あ
る
ほ
か
、
数
個
所
に
空
白

部
分
（
一
文
字
分
と
か
数
行
分
）
が
あ
る
。
用
語
選
択
に
迷
い
空
白
の
ま

ま
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
同
志
社
に
持
ち
帰
ら
れ
た
成
稿
の
方
が
字
体
の
乱
れ
が
激
し
い
。

文
字
に
大
小
が
あ
る
ほ
か
、
墨
の
濃
淡
、
カ
ス
レ
な
ど
も
加
わ
り
、
き
わ

め
て
読
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
文
字
は
明
ら
か
に
草
稿
の
方
が
し
っ
か

り
と
書
か
れ
て
お
り
読
み
や
す
い
か
ら
、
難
読
箇
所
を
解
読
す
る
う
え
で

草
稿
が
大
変
役
立
っ
た
こ
と
を
付
け
く
わ
え
て
お
く
。
こ
の
字
体
の
乱
れ

は
、
蘇
峰
の
遺
言
が
壮
絶
な
状
態
で
書
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
資
料
③
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は
そ
の
と
き
現
場
に
い
た
秘
書
塩
崎
彦
市
の
そ
れ
を
裏
付
け
る
生
々
し
い

証
言
で
あ
る
。
人
生
最
後
の
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
こ

の
遺
言
で
あ
っ
た
。
蘇
峰
と
し
て
は
全
同
志
社
人
宛
の
こ
の
遺
言
を
書
き

終
え
な
け
れ
ば
、
死
ぬ
に
も
死
に
き
れ
な
い
思
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

資
料
④
、
資
料
⑤
は
こ
の
遺
言
を
熱
海
で
受
け
取
っ
た
二
人
の
当
事
者

が
書
き
残
し
た
記
事
と
回
想
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
採
録
し
た
理
由
は
、
ま

ず
こ
こ
に
蘇
峰
の
遺
言
の
核
心
部
分
、
同
志
社
人
宛
の
四
カ
条
が
初
め
て

活
字
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
大
塚
資
料
と
秦
資
料

で
は
全
く
同
文
で
あ
る
。
多
分
、
後
者
は
前
者
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
回
、
現
物
か
ら
読
み
本
を
作
っ
て
み
る
と
、
そ
れ

ら
に
い
く
つ
か
の
疑
問
が
起
き
た
。
と
く
に
第
四
条
末
尾
の
﹁
記
憶
﹂
の

読
み
は
、
ど
う
み
て
も
あ
り
得
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
今
回
、
不

十
分
な
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
筆
者
は
新
た
な
試
読
を
行
っ
て
み
た
。

　

次
に
大
塚
節
治
の
資
料
④
に
は
、
徳
富
蘇
峰
の
密
葬
と
葬
儀
に
出
席
し

た
直
後
の
、同
志
社
当
局
者
と
し
て
の
生
々
し
い
感
慨
が
書
か
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
大
塚
総
長
は
、
蘇
峰
が
い
か
に
同
志
社
を
愛
し
、
同
志
社
の

た
め
に
尽
し
て
く
れ
た
か
を
紹
介
し
た
後
、﹁
然
る
に
我
等
同
志
社
人
は

先
生
御
在
世
中
に
そ
の
高
恩
に
酬
ゆ
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
返

す
返
す
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
唯
々
先
生
の
霊
前
に
我
等
の
至
ら
ざ
る
罪

を
詫
び
、
以
て
御
赦
し
を
乞
う
の
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
続
け
て
い
る
。

こ
の
大
塚
節
治
の
こ
と
ば
を
私
は
、
単
な
る
儀
式
用
語
を
超
え
た
責
任
あ

る
同
志
社
当
局
者
の
声
と
し
て
読
ん
だ
。
蘇
峰
に
対
す
る
戦
後
同
志
社
の

不
義
理
、
不
作
為
へ
の
﹁
懺
悔
﹂
で
あ
る
。
以
前
、
徳
富
蘇
峰
関
連
資
料

①
（﹃
同
志
社
法
学
﹄
三
七
一
号
）
で
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
敗
戦

間
も
な
い
一
九
四
七
年
十
一
月
二
十
二
日
に
、
追
放
中
の
蘇
峰
は
、
当
時

の
同
志
社
総
長
湯
浅
八
郎
と
前
総
長
牧
野
虎
次
を
熱
海
に
招
い
て
、
三
つ

の
希
望
を
伝
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

　

第
一
、
同
志
社
に
何
ら
か
の
形
で
所
属
し
た
い
、
名
誉
小
使
で
も
い
い
。

　

第
二
、
蔵
書
、
書
簡
類
、
原
稿
な
ど
の
資
料
一
切
を
寄
贈
し
た
い
の
で

同
志
社
に
徳
富
記
念
館
の
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
三
、
若
王
子
墓
地
の
新
島
先
生
の
傍
に
自
分
の
墓
を
作
り
た
い
。

と
。
し
か
し
同
志
社
の
態
度
は
冷
た
く
、
お
墓
の
件
以
外
は
希
望
を
叶
え

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
志
社
大
学
の
責
任
者
と
し
て
蘇
峰
の
死
を
前
に

し
て
大
塚
総
長
の
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
と
私
は
推
測
す
る
。

　

秦
孝
治
郎
の
回
想
（
資
料
⑤
）
は
、
こ
の
遺
言
書
を
手
渡
す
際
に
蘇
峰

が
語
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
興
味
深
い
。
間
も
な
く
死
ぬ
こ

と
を
自
覚
し
た
蘇
峰
は
、
長
い
そ
し
て
複
雑
な
軌
跡
を
歩
ん
だ
自
分
の
人

生
の
最
後
の
最
後
で
、新
島
襄
と
同
志
社
に
立
ち
返
り
人
生
最
大
の
意
味
、

価
値
を
そ
こ
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教

に
関
し
て
、﹁
過
去
に
於
け
る
自
分
の
言
説
に
依
つ
て
或
は
背
信
者
の
如

く
誤
解
さ
れ
て
居
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
明
ら
か
に
有
信
論
者
で
あ

り
、
基
督
教
徒
で
あ
る
。
今
や
平
安
の
裡
に
神
を
信
ず
る
者
と
し
て
間
も

な
く
新
島
先
生
に
天
上
で
会
う
べ
く
、
神
の
御み
も
と許

に
行
き
度
い
﹂
と
告
白

し
て
い
た
点
は
意
味
深
長
な
も
の
が
あ
る
。
蘇
峰
の
葬
儀
は
小
崎
道
雄
牧

師
の
司
式
で
霊
南
坂
教
会
で
執
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
晩
晴
草
堂
で
最
期
の
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世
話
を
し
た
次
女
徳
富
孝こ
う
こ子
な
ど
、
蘇
峰
の
子
孫
に
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者

も
多
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
全
同
志
社
人
に
宛
て
に
記
さ
れ
た
四
カ
条
で
あ
る
が
、
第
一
条
で

﹁
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
﹂
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
謳
っ
た
。
こ
の
﹁
旨

意
﹂
は
新
島
襄
か
ら
委
託
さ
れ
て
蘇
峰
自
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

当
然
と
言
え
よ
う
。
第
二
条
で
は
、﹃
論
語
・
雍
也
編
﹄
の
語
句
を
使
い

な
が
ら
﹁
学
文
ハ
文
質
彬
々
然
ル
後
君
子
ナ
リ
﹂
と
﹁
文
﹂
と
﹁
質
﹂
ふ

た
つ
な
が
ら
の
必
要
と
調
和
を
説
い
て
い
た
。
蘇
峰
自
身
が
ど
の
よ
う
な

内
容
の
﹁
文
﹂
と
﹁
質
﹂
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
は
、
第
四
条

と
も
関
連
し
て
気
に
な
る
点
で
あ
る
。
第
三
条
は
他
学
校
に
対
し
て
同
志

社
の
独
自
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
一
文
で
あ
る
。
日
本
に
お
け

る
私
学
の
雄
と
し
て
の
同
志
社
の
存
在
を
期
待
し
て
い
た
。

　

問
題
は
第
四
条
で
あ
る
。草
稿
で
は
い
く
つ
か
の
空
白
が
あ
っ
た
所
で
、

そ
れ
は
書
き
あ
ぐ
ね
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
完
成
し
た

と
き
の
成
稿
で
も
文
字
が
読
み
に
く
い
箇
条
で
あ
る
。
誤
読
の
可
能
性
を

恐
れ
な
が
ら
も
、
私
は
﹁
学
問
ハ
時
ト
共
ニ
運
用
ス
ベ
ク
、
決
シ
テ
一
方

ニ
偸と

う

用
ス
︹
ベ
キ
ニ
︺
ア
ラ
ス
。
但た

ダ
国
家
民
族
ニ
ハ
必
其
ノ
民
族
相
続

ノ
理
由
ニ
ア
ツ
テ
整
調
恊か

な

フ
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
警
︹
傾
︺
聴
セ
ネ
バ
ナ
ラ

ヌ
﹂
と
読
ん
で
み
た
。

　
﹁
時
と
と
も
に
運
用
す
る
﹂
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
し
い
こ
と
ば
で
あ

る
。
学
問
は
生
の
歴
史
と
応
答
し
な
が
ら
行
う
べ
き
も
の
と
す
る
。
現
実

に
働
き
か
け
変
革
す
る
学
問
へ
の
期
待
で
あ
る
。

　
﹁
国
家
民
族
﹂﹁
民
族
相
続
﹂
と
い
う
文
言
に
、
戦
前
の
国
際
政
治
の
荒

波
を
目
撃
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
徳
富
蘇
峰
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
愛
し

て
や
ま
な
い
日
本
国
へ
の
関
心
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
学
問
と
の

折
り
合
い
の
必
要
性
を
挙
げ
、﹁
整
調
恊か

な

フ
﹂
と
言
う
。
あ
ま
り
見
か
け

な
い
﹁
整
調
﹂
と
い
う
語
句
で
あ
る
が
、
晩
年
の
著
述
中
に
用
例
を
捜
し

て
み
た
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
。
た
だ﹃
三
大
人
物
史
﹄の
な
か
に
は﹁
四

福
音
書
調
整
﹂（
五
一
八
頁
）
と
い
う
表
記
が
あ
る
。﹁
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹂
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
﹁
整
調
﹂
の
場
合
も
﹁
調
整
﹂
を
ひ
っ
く
り
返
し

た
だ
け
で
、
調
和
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
意
味
だ
と
解
す
れ
ば
、
理
念
と
現
実

の
調
和
を
図
る
必
要
を
語
っ
た
も
の
、
も
っ
と
具
体
的
に
は
﹁
同
志
社
大

学
設
立
の
旨
意
﹂
の
精
神
と
﹁
日
本
民
族
﹂
の
問
題
と
の
調
和
が
か
な
う

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
一
方
で
若
き
日
に
同
志
社
に
学
び
新
島
襄

の
謦
咳
に
触
れ
、自
由
と
独
立
個
人
と
キ
リ
ス
ト
教
を
身
に
付
け
た
蘇
峰
、

他
方
で
歴
史
好
き
政
治
好
き
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
筆
一
本
で
愛
す

る
日
本
を
動
か
そ
う
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
蘇
峰
、
こ
の
両
面
の
下
で

の
苦
難
の
人
生
、
そ
し
て
明
治
以
降
の
日
本
の
屈
折
し
た
苦
難
の
歴
史
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
遺
言
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
人
文
科
学
研
究
所
の
田
中
智
子
先
生

（
現
京
都
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）
及
び
人
文
科
学
研
究
所
資
料
係
竹
内

く
み
子
氏
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
関
連
資
料
の
収
集
に
当
た
っ
て

は
神
奈
川
県
二
宮
の
徳
富
蘇
峰
記
念
館
お
よ
び
同
志
社
大
学
社
史
資
料
セ

ン
タ
ー
社
史
資
料
調
査
員
布
施
智
子
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
重
ね
て
お

礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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遺
言
﹂

（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
二

一
〇
七
四

資
料
①

徳
冨
蘇
峰
　
同
志
社
へ
の
遺
言

昭
和
三
十
二
︹
年
︺
十
月
廿
三
︹
日
︺

九
十
五
年
ノ
舊

学
生
徳
富
猪
一
郎

恭
シ
ク
校
友
及

現
在
当
局
者
同
志
社

諸
先
生
教
授
教

員
諸
兄
妹
ニ
諗
ク

　

︱
︱

老
生
明
治
十
三
年
五
月

廿
四
日
同
志
社
ヲ
去
ル
ニ

際
シ
新
島
先
生
ヨ
リ

写
真
一
枚
ヲ
拝
授
︹
受
︺

其
中

欲
為
大
人
自
太
︹
大
︺人
ト

思
フ
勿
ト
ノ
一
言
ア
リ

此
ノ
金
鍼
●
●
ニ
老
生

資
料
②

徳
富
蘇
峰
　
同
志
社
へ
の
遺
言
（
草
稿
）　

昭
和
三
十
二　

十
月
廿
三

九
十
五
年
ノ
舊

学
生
徳
富
猪
一
郎

恭
シ
ク
校
友
及

現
在
当
局
者

同
志
社
諸
先
生

教
授
教
員
諸

兄
妹
ニ
諗
ク

　

︱
︱

老
生
明
治
十
五
年

五
月
十
三
日
同
志

社
ヲ
去
ル
ニ
際
シ

新
島
先
生
ヨ
リ

写
真
一
枚
ヲ
拝

授
其
中

欲
為
大
人
自



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
三
（　
　
　
　

）

一
〇
七
五

一
生
ノ
薬
石
タ
リ
老
生

一︹一
生
ノ
︺

ノ
生
間
一
度
必
ラ
ス
先
生
の

此
ノ
高
誼
ニ
報
ス
ル
所
ア
ラ
ン

コ
ト
ヲ
期
セ
リ

　

︱
︱

然
ニ
馬
齢
已
ニ
頤

期
ニ
迫
リ
未
タ
一

事
ノ
為
ス
所
ナ
シ

依
ツ
テ
私
ニ
思
フ
ニ
此
上
ハ
巧
遅

ハ
拙
速
ニ
若
カ
ス
ト
信
シ

甚
タ
綃
〔
琑
〕細
ナ
カ
ラ
別
紙

額
面
通
リ
献
納
致
候

若
各
位
老
学
生
ノ
所
志

ニ
一
片
ノ
同
情
ヲ
賜
リ

御
採
納
被
成
下
テ
ハ
本
懐

不
過
候
コ
ト
也

　

︱
︱

小
生
同
志
社
出
校
ヲ
明
治

大
人
ト
思
フ
勿
ト
ノ

一
言
ア
リ
此
ノ
金

鍼　
　

老
生
一
生

ノ
薬
石
タ
リ
老
生

一
生
間
一
度
必
ラ
ス

先
生
ノ
此
ノ
御
高

誼
ニ
報
ス
ル
所
ア

ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

　

︱
︱

然
ル
ニ
馬
齢
已
ニ

頤
期
ニ
迫
リ
未
タ

一
事
ノ
為
ス
所
ナ
シ

依
ツ
テ　

思
フ
ニ
此
上
ハ

　
　
　

達
ニ
若
カ
ス
ト

信
シ
甚
タ
綃
細

ナ
カ
ラ
別
紙
額

面
ノ
通
リ
献
納
致
候

若
シ
各
位
老
学



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
四

一
〇
七
六

拾
三
年
五
月
廿
四
日
ト
シ

直
ニ
東
京
ニ
赴
キ
所

志
ヲ
行
ハ
ン
ト
シ
タ
ル
モ
一
人

モ
老
生
ニ
同
情
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク

ソ
ノ
為
メ
悒
輩
ノ
●
既
ニ

十
年
間
諸
学
苦
学

ス
ル
ニ
若
カ
ス
相
決
シ
然
モ

明
治
二
十
三
年
一
月
廿
五

日
思
掛
ケ
ナ
キ
先
生
ノ
昇

天
ニ
接
セ
ン
ト
ハ
此
ニ
於
テ
予
ノ

半
身
以
上
ハ
先
生

ト
共
ニ
去
リ
タ
ル
心
地
シ
タ
リ

今
日
マ
テ
予
ノ
蕀
荊
ノ
途

ヲ
踏
ン
テ
モ
尚
微
力
ノ

存
ス
ル
ハ
一
ハ
先
生
ノ
賜

物
ナ
リ
残
ス
ル
ノ
志
ハ

山
ホ
ト
ナ
レ
ト
モ
其
ノ
力
ハ

紙
片
ヲ
挙
ク
ル
ニ
勝

生
所
志
ニ
一
片
ノ

同
情
ヲ
賜
リ
御

採
納
被
成
下
ラ
ハ

本
懐
ノ
至
リ
ニ
候

　

︱
︱

小
生
同
志
社
出

校
ヲ
明
治
十
三
年

五
月
十
三
日
ト
シ

直
ニ
東
京
ニ
赴
キ

所
志
ヲ
行
ハ
ン
ト

シ
タ
ル
モ
一
人
モ
老

生
ニ
同
情
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク

ソ
ノ
為
メ

既
ニ
十
五
日
間
諸

学
苦
学
ス
ル
ニ
若
カ

ス
相
決
シ
然
モ
明

治
二
十
三
年
一
月

廿
五
日
思
掛
ケ
ナ
キ



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
五
（　
　
　
　

）

一
〇
七
七

ヘ
ス
一
面
保
ク
自
ラ
不
敏

ヲ
恥
チ
只
一
片
ノ
微
志

第
一

校
祖
新
島
先
生
同
志

社
設
立
大
旨
義
ヲ
遵

守
シ
之
ヲ
永
久
ニ

経
︹
継
︺続

宏
流
シ
之
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
コ
ト

第
二
学
文
ハ
文
質

彬
々
然
ル
後
君
子

ナ
リ
ノ
双︹双
輪
双
翼
︺

輪
輪
翼

タ
ル
コ
ト

第
三　

同
志
社
ニ
ハ
同

志
社
本
領
ア
リ
決
シ
テ

他
学
舎
他
学
説

ニ
模
倣
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

先
生
ノ
昇
天
ニ

接
セ
ン
ト
ハ
此
ニ
於
テ

予
ノ
半
身
以
上

ハ
先
生
ト
共
ニ
去
リ

タ
ル
心
地
シ
タ
リ
今
日

マ
テ
予
ノ
蕀
荊
ノ

途
ヲ
蹈
ン
テ
モ
尚

微
力
ノ
存
ス
ル
ハ

一
ハ
先
生
ノ
賜
ナ
リ

所
ス
ル
志
ハ
山
ホ
ト

ナ
レ
ト
モ
其
ノ
力
ハ

紙
片
ヲ
挙
ク
ル
ニ
勝

レ
ス
面　

自
ラ
不

敏
ヲ
恥
チ
一
片
ノ

微
志

第
一

校
祖
新
島
先
生



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
六

一
〇
七
八

四　学
問
ハ
時
ト
共
ニ
運
用

ス
ヘ
ク
決
シ
テ
一
方
ニ
偸

用
ス
︹
ヘ
キ
ニ
︺
ア
ラ
ス
但
タ
国
家

民
族
ニ
ハ
必
其
ノ
民

族
相
続
ノ
理
由
ニ
ア
ツ
テ

整
調
恊
●
︹
フ
︺モ

ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ

警
︹
傾
？
︺聴セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ

以
上
昨
日
ノ
老
生

半
●
︹
聰
？
睡
？
︺

半
明

紙
ニ
向
ツ
テ
●
︹
揮
？
︺
ヲ
奮
フ
サ
ヘ

困
難

ナ
ル
コ
ト
多
言
ヲ
要

セ
ス
希
ク
ハ
老
生
ノ
妄

言
御
寛
恕
ヲ
祈
ル

但
タ
明
治
廿
三
年
一
月

先
生
遺
言
重

同
志
社
設
立

大
旨
義
ヲ
遵

守
シ
之
ヲ
永
久
ニ

経
︹
継
︺続
宏
流
シ
之
ヲ

徹
底
セ
シ
ム
ル
コ
ト

第
二　

学
文
ハ

文
質
彬
々
然
ル

後
君
子
ナ
リ
ノ
双
輪

輪
︹
双
︺翼

タ
ル
コ
ト

第
三　

同
志
社

ニ
ハ
同
志
社
本

領
ア
リ
決
シ
テ
他

学
舎
他
学
説

ニ
模
倣
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

第
四　

学
問
ハ
時

ト
共
ニ
運
用
ス
ヘ
ク

決
シ
テ
一
方
ニ
偸
用

ス
ヘ
ニ
ア
ラ
ス
但
タ
國



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
七
（　
　
　
　

）

一
〇
七
九

大
文
章
カ
曾
テ
予
カ
手
ニ

成
リ
シ
ヲ
思
ヘ
ハ
予
ノ
大

ナ
ル
文
句
上
ノ
不
完
成

ハ
返
ヘ
ス
〳
〵
も

御
捨
用
ヲ

乞
フ

　

三
十
二
年
十
月
廿
三

　
　

蘇
峰　

九
十
五

家
民
族
ニ
ハ
必
ス

民
族
相　

ノ
理

由
ニ
ア
ヘ
テ
整
調

恊　
　

モ
ノ
ナ
レ
ト
モ

以
上
昨
日
ノ
老
生

半
●
半
明
紙
ニ

向
ツ
テ

困
難
ナ
ル
コ
ト
多
言

ヲ
要
セ
ス
希
ク
ハ

老
生
ノ
妄
言
御

寛
恕
ヲ
祈
ル

但
タ
明
治
廿
三
年

一
月
先
生
遺
言

重
大
文
章
カ

曽
テ
予
カ
手
ニ
成
リ

シ
ヲ
思
ヘ
ハ
予
ノ
大



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
八

一
〇
八
〇

ナ
ル
文
句
上
ノ
不

完
成
ハ
返
ヘ
ス
〳
〵
も

御
捨
用
ヲ
乞
フ

　

三
十
二
年
十
月
廿
三

　
　
　

蘇
峰　

九
十
五

（
封
筒
表
）

﹁
大
塚
先
生　

秦
先
生　

他
諸
先
生
﹂

（
封
筒
裏
）

﹁
熱
海
市
伊
豆
山　

徳
冨
猪
一
郎
﹂



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
八
九
（　
　
　
　

）

一
〇
八
一

資
料
③

遺
言
執
筆
時
の
様
子

　
﹁
森
田
︹
森
田
子
龍
・﹃
墨
美
﹄
編
集
兼
発
行
人
︺　

あ
の
同
志
社
へ
の

遺
訓
と
絶
筆
の
色
紙
を
書
か
れ
た
時
の
様
子
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
せ
ん

か
。

　

塩
崎
︹
塩
崎
彦
市
・
晩
晴
草
堂
時
代
の
蘇
峰
秘
書
︺　

昭
和
三
十
二
年

の
十
月
二
十
三
日
の
午
前
七
時
で
す
よ
。
同
志
社
に
書
き
遺
し
た
い
と
お

っ
し
ゃ
る
ん
で
す
ね
。
今
朝
は
気
分
が
よ
い
。
そ
れ
で
先
生
巻
紙
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
か
と
い
う
と
暫
く
し
て
、
や
あ
と
お
返
事
が
あ
っ
た
の
で
、

机
、
ソ
フ
ァ
の
セ
ッ
ト
に
用
意
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
掛
け
さ
せ
て
差
上
げ

る
の
が
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
ご
自
分
で
は
掛
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
な

い
く
ら
い
で
し
た
ね
。
三
人
が
か
り
で
掛
け
て
頂
き
巻
紙
を
前
に
用
意
し

硯
を
置
い
て
あ
る
わ
け
で
す
。
い
つ
も
な
ら
ご
自
身
で
筆
を
執
ら
れ
る
の

で
す
が
、
そ
の
元
気
さ
は
な
い
で
す
ね
。
そ
ば
で
墨
を
つ
け
て
渡
し
て
あ

げ
る
。
い
つ
も
な
ら
穂
先
を
硯
の
上
で
直
さ
れ
る
の
で
す
が
そ
れ
も
な
さ

ら
ず
に
書
き
初
め
ら
れ
た
。
筆
を
い
よ
い
よ
紙
に
お
ろ
そ
う
と
い
う
時
に

は
又
意
識
が
し
ゃ
ん
と
す
る
の
で
す
ね
。
い
く
ら
か
書
い
て
筆
を
お
渡
し

に
な
る
、又
墨
を
つ
け
て
差
上
げ
る
と
い
う
よ
う
に
し
て
書
か
れ
ま
し
た
。

あ
の
状
態
で
、
よ
く
あ
れ
だ
け
の
も
の
が
纏
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
大

体
要
領
を
得
て
い
ま
す
ね
。

　

秦
︹
秦
孝
治
郎
・
法
人
同
志
社
理
事
長
︺　

記
憶
と
い
う
か
意
識
が
朦

朧
と
し
て
い
て
分
ら
な
い
字
が
二
三
あ
り
ま
す
が
、
前
後
は
や
っ
ぱ
り
し

ゃ
ん
と
し
て
い
ま
す
ね
。

塩
崎　

あ
れ
に
大
分
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
終
っ
て
筆

を
お
渡
し
に
な
っ
た
。
⋮
﹂（﹁
蘇
峰
先
生
を
語
る
﹂﹃
墨
美
﹄
一
七
六
号
、

墨
美
社
、
一
九
六
八
年
二
月
）

資
料
④

同
志
社
総
長
大
塚
節
治
「
蘇
峰
先
生
の
長
逝
を
弔
う
」（
抄
）

　
﹁
私
は
蘇
峰
先
生
危
篤
の
報
に
接
し
、
急
ぎ
東
上
し
て
、
去
る
十
一
月

二
日
午
後
九
時
三
十
三
分
（
熱
海
標
準
時
）、
九
十
五
歳
の
高
齢
で
熱
海

市
伊
豆
山
晩
晴
草
堂
に
、
眠
る
が
如
き
大
往
生
を
遂
げ
ら
れ
た
、
そ
の
臨

終
に
侍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
四
日
の
密
葬
に
も
参
列
し
、
八

日
東
京
の
霊
南
坂
教
会
に
於
け
る
葬
儀
に
は
、
同
志
社
を
代
表
し
て
弔
辞

を
述
べ
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

先
生
が
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
に
亘
り
、
そ
の
雄
渾
な
る
筆
力
と

報
国
の
至
誠
に
よ
り
我
国
の
思
想
界
、
言
論
界
に
指
導
的
役
割
を
果
た
さ

れ
た
こ
と
は
識
者
の
均
し
く
認
む
る
処
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
先
生
の

汗
牛
充
棟
の
大
著
述
に
も
優
っ
て
先
生
御
一
生
中
最
大
の
意
義
を
も
つ
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

然
し
乍
ら
人
間
一
生
の
意
義
は
、
必
ず
し
も
そ
の
功
業
の
大
小
に
因
て

定
ま
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
こ
れ
を
貫
く
至
誠
無
私
の
赤
心
に
因
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
私
は
先
生
の
偉
大
さ
を
、
其
の
功
業
と
共
に
、
こ
れ
を
貫

い
た
赤
心
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
九
〇

一
〇
八
二

　

先
生
の
日
本
国
を
愛
せ
ら
れ
た
赤
心
は
、
ま
た
新
島
先
生
と
そ
の
遺
業

た
る
同
志
社
に
も
向
け
ら
れ
、
永
き
御
生
涯
を
一
貫
し
て
、
新
島
先
生
の

真
骨
頂
を
天
下
に
述
べ
伝
え
、
ま
た
同
志
社
に
在
る
吾
々
に
訓
え
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
新
島
先
生
は
同
志
社
の
基
を
据
え
、
徳
富
先
生
は
こ
れ

を
育
て
上
げ
た
方
で
あ
る
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
誠

に
新
島
先
生
無
く
し
て
今
日
の
同
志
社
は
無
く
、
ま
た
徳
富
先
生
無
く
し

て
今
日
の
同
志
社
は
無
い
と
云
っ
て
も
誤
り
で
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　

明
治
二
十
一
年
、同
志
社
大
学
設
立
運
動
開
始
に
当
っ
て
は
、そ
の
＂
設

立
之
旨
意
＂
の
起
草
を
始
め
こ
れ
が
公
表
、
募
金
の
劃
策
そ
の
他
、
新
島

先
生
に
は
参
謀
と
し
て
こ
れ
を
助
け
、
明
治
二
十
三
年
一
月
新
島
先
生
永

眠
に
当
っ
て
は
、
其
の
遺
言
の
筆
記
者
、
聴
取
者
と
し
て
こ
れ
を
後
世
に

伝
え
、
明
治
四
十
五
年
同
志
社
大
学
開
設
に
当
っ
て
は
創
立
委
員
長
と
し

て
尽
瘁
し
、
戦
時
中
特
に
先
生
の
精
神
を
政
治
の
中
心
帝
都
に
宣
揚
し
て

右
翼
の
圧
力
に
対
し
、
同
志
社
を
庇
護
し
、
終
戦
後
は
九
十
歳
の
高
齢
を

以
て
三
度
同
志
社
を
訪
れ
、
以
て
後
進
を
鞭
撻
激
励
し
、
金
百
万
円
の
ほ

か
、
そ
の
生
涯
に
亘
る
全
著
述
及
び
新
島
先
生
愛
用
の
聖
書
を
寄
贈
せ
ら

れ
、
ま
た
山
中
湖
畔
に
於
け
る
双
宣
荘
、
双
宣
園
、
新
宣
園
等
を
寄
贈
せ

ら
れ
、
ま
た
最
近
は
体
育
奨
励
の
為
十
万
円
を
寄
与
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

更
に
本
年
十
月
下
旬
、
先
生
永
眠
の
旬
日
前
、
長
文
の
遺
訓
に
加
え
て

金
壱
百
万
円
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
一
々
枚
挙
し
得
ざ
る
数
々
の

厚
意
を
同
志
社
に
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

然
る
に
我
等
同
志
社
人
は
先
生
御
在
世
中
に
そ
の
高
恩
に
酬
ゆ
る
こ
と

の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
返
す
返
す
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
唯
々
先
生
の

霊
前
に
我
等
の
至
ら
ざ
る
罪
を
詫
び
、
以
て
御
赦
し
を
乞
う
の
ほ
か
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
上
は
我
等
同
志
社
人
一
同
挙
学
一
致
全
力
を
挙
げ
て
同
志

社
設
立
の
趣
旨
貫
徹
に
邁
進
し
以
て
先
生
の
霊
に
応
え
奉
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
茲
に
感
謝
と
懺
悔
の
微
意
を
捧
げ
、
先
生
天
上
の
霊
に
神
の
御
祝

福
裕
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
り
、
且
つ
御
遺
族
御
一
同
様
の
上
に
天
父
の
御

慰
め
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
こ
こ
に
先
生
の
遺
訓
で
同
時
に
絶
筆
と
な
っ
た
も
の
の
要
旨
を
の

せ
て
校
友
の
皆
様
と
共
に
大
先
輩
の
愛
校
心
と
愛
国
心
を
偲
び
心
の
む
ち

と
い
た
し
度
い
と
存
じ
ま
す
。

　

第
一
校
祖
新
島
先
生
同
志
社
設
立
大
旨
義
ヲ
遵
守
シ
之
ヲ
永
久
ニ
継
続

宏
流
シ
之
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　

第
二
学
文
ハ
文
質
彬
々
然
ル
後
君
子
ナ
リ
ノ
双
輪
双
翼
タ
ル
コ
ト

　

第
三
同
志
社
ニ
ハ
同
志
社
本
領
ア
リ
決
シ
テ
他
学
舎
他
学
説
ニ
模
倣
ス

ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ

　

第
四
学
問
ハ
時
ト
共
ニ
運
用
ス
ヘ
ク
決
シ
テ
一
方
ニ
偸
用
ス
ベ
キ
ニ
ア

ラ
ズ
俣
タ
国
家
民
族
ニ
ハ
必
其
ノ
民
族
相
（
一
字
不
明
）
ノ
理
由
ニ
ア
ヘ

テ
（
コ
ノ
三
文
字
不
明
）
整
調
協
（
一
字
不
明
）
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
記
憶

セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。﹂（﹃
同
志
社
タ
イ
ム
ス
﹄
八
七
号
、
一
九
五
七
年
一
一

月
二
八
日
）



徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
５　

徳
富
蘇
峰
﹁
同
志
社
へ
の
遺
言
﹂

同
志
社
法
学　

六
九
巻
三
号�

三
九
一
（　
　
　
　

）

一
〇
八
三

資
料
⑤

同
志
社
理
事
長
秦
孝
治
郎
「
徳
富
先
生
と
同
志
社
大
学
」（
抄
）

﹁
昭
和
卅
二
年
の
晩
春
頃
か
ら
先
生
の
健
康
優
れ
な
い
も
の
が
あ
つ
て
、

遂
に
秋
の
十
月
廿
四
日
先
生
の
招
致
に
依
つ
て
大
塚
総
長
と
私
と
は
晩
晴

草
堂
に
赴
い
た
。
先
生
の
容
態
は
す
で
に
重
態
に
進
ん
で
い
た
が
、
私
共

の
参
上
し
た
前
日
に
わ
ざ
わ
ざ
床
を
離
れ
て
、
同
志
社
に
対
す
る
遺
言
を

も
の
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

嘗
て
新
島
先
生
が
大
礒
海
辺
で
徳
富
先
生
に
口
授
さ
れ
た
遺
言
を
、
こ

の
度
は
、
徳
富
先
生
が
自
か
ら
筆
を
執
つ
て
、
わ
れ
等
に
示
さ
れ
る
心
境

と
に
考
え
至
る
時
す
で
に
約
七
十
星
霜
を
経
た
頃
、
同
じ
相
模
湾
内
の
熱

海
海
浜
に
於
て
、
我
等
は
同
じ
よ
う
な
奇
し
い
運
命
に
遭
わ
ね
ば
な
ら
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。
先
生
の
文
言
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一　

校
祖
新
島
先
生
同
志
社
設
立
大
旨
義
ヲ
遵
守
シ
之
ヲ
永
久
ニ
継

続
宏
流
シ
之
ヲ
徹
底
セ
シ
ム
ル
コ
ト

　

第
二　

学
文
ハ
文
質
彬
々
然
ル
後
君
子
ナ
リ
ノ
双
輪
双
翼
タ
ル
コ
ト

　

第
三　

同
志
社
ニ
ハ
同
志
社
本
領
ア
リ
決
シ
テ
他
学
舎
他
学
説
ニ
模
倣

ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ

　

第
四　

学
問
ハ
時
ト
共
ニ
運
用
ス
ヘ
ク
決
シ
テ
一
方
ニ
偸
用
ス
ベ
キ
ニ

ア
ラ
ズ
俣
タ
国
家
民
族
ニ
ハ
必
其
ノ
民
族
相
（
一
字
不
明
）
ノ
理
由
ニ
ア

ヘ
テ
（
コ
ノ
三
文
字
不
明
）
整
調
協
（
一
字
不
明
）
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
記

憶
セ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ

　

　

こ
の
絶
筆
と
も
云
う
べ
き
先
生
の
直
筆
は
、母
校
を
思
う
指
針
で
あ
り
、

博
覧
強
記
の
文
豪
と
し
て
の
片
鱗
が
随
所
に
示
さ
れ
て
は
居
る
も
の
の
、

巻
紙
に
認
め
ら
れ
た
行
文
と
筆
の
運
び
は
、
既
に
第
一
条
か
ら
第
四
条
に

至
る
ま
で
す
べ
て
今
日
迄
の
思
想
、
理
念
の
エ
キ
ス
で
あ
る
と
共
に
頭
脳

の
最
后
の
限
度
に
ま
で
達
し
た
観
が
あ
る
。
実
に
最
后
の
一
息
で
あ
る
。

　

こ
の
会
見
に
於
て
、
病
床
の
中
か
ら
わ
れ
等
二
人
に
、
斯
く
云
わ
れ
た
。

　

こ
の
長
い
一
生
涯
の
中
で
二
人
の
知
己
が
あ
つ
た
。
一
人
は
云
う
ま
で

も
な
く
新
島
先
生
で
あ
り
、
一
人
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
。
二
人

共
に
熱
心
な
信
仰
の
人
で
あ
つ
て
、
重
大
問
題
の
前
に
は
必
ず
密
室
で
人

知
れ
ず
祈
禱
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
、
過
去
に
於
け
る
自
分
の
言
説
に
依
つ

て
或
は
背
信
者
の
如
く
誤
解
さ
れ
て
居
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
明
ら

か
に
有
信
論
者
で
あ
り
、
基
督
教
徒
で
あ
る
。
今
や
平
安
の
裡
に
神
を
信

ず
る
者
と
し
て
間
も
な
く
新
島
先
生
に
天
上
で
会
う
べ
く
、
神
の
御
許
に

行
き
度
い
。

　

医
師
の
注
意
に
依
つ
て
わ
れ
等
は
、
一
度
び
面
接
を
遠
慮
し
た
。
重
ね

て
の
︹
面
接
で
︺
目
録
と
共
に
、
同
志
社
に
託
さ
れ
る
新
島
先
生
︹
徳
富

先
生
？
︺
の
私
書
に
つ
い
て
の
希
望
条
件
を
も
確
か
に
承
つ
た
。
第
一
回

四
十
分
、
第
二
回
三
十
分
の
面
接
で
、
恐
ら
く
先
生
は
悉
く
遺
言
の
お
積

り
だ
つ
た
で
あ
ろ
う
、
其
れ
か
ら
十
日
に
及
ば
な
い
昭
和
三
十
二
年
十
一

月
二
日
午
后
九
時
三
十
分
晩
晴
草
堂
に
於
て
天
上
の
人
と
な
ら
れ
た
の
で

あ
る
。﹂（
荒
木
精
之
編
﹃
追
想
の
徳
富
蘇
峰
﹄
日
本
談
義
社
、
昭
和
三
三

年
、
七
九－
八
〇
頁
）




